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	応用
	抗原情報
	背景
	EPH受容体B4（EphB4）は、987アミノ酸（約108kDa）のタンパク質から成り、タンパク質チロシンキナーゼファミリーのエフリン受容体サブファミリーに属します。Eph受容体チロシンキナーゼとそのリガンドであるエフリンは、発達期および成体組織における多数の生物学的プロセスを制御し、癌の進行や病的な血管新生に関与していることが示唆されています。EphB4は、血管の分岐および血管網形成を抑制する因子として作用し、血管新生プログラムを血管新生の芽生えから円周方向の血管成長へと切り替えます。EphB4とそのリガンドであるエフリンB2は、いくつかの種類の腫瘍細胞に発現し、腫瘍形成と相関しています。そのため、EphB4は、いくつかの種類の腫瘍における疾患転帰の予測因子として、また新規治療法の標的として有望な候補です。
	研究分野
	心血管系
	画像データ
	

	エフリン受容体 B4 抗体を使用した MEF 溶解物中の Eph 受容体 B4/HTK のウエスタン ブロット分析。
	

	Eph 受容体 B4/HTK 抗体を使用した、Hela、A549、C6 溶解物中の Eph 受容体 B4/HTK のウエスタン ブロット分析。
	

	Eph受容体B4/HTK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

